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開　　催　　要　　項
２０１０年８月２６日（木）～２８日（土）
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　主　催：第１６回地域福祉実践研究セミナー実行委員会

特定非営利活動法人日本地域福祉研究所
共　催：鴨川市

　社会福祉法人鴨川市社会福祉協議会
社会福祉法人千葉県社会福祉協議会
特定非営利活動法人千葉県地域福祉研究会
　後　援（予定）

：日本地域福祉学会
　社団法人千葉県社会福祉士会
　　　　　医療法人鉄蕉会亀田メディカルセンター

　　　　　社会福祉法人太陽会

　　　　　学校法人鉄蕉館
城西国際大学観光学部
１．開催の趣旨
少子高齢化が急速に進行する中、各地域では、高齢者や児童などへの虐待や孤独死の問題、認知症高齢者を狙った消費者被害の問題、災害時に支援が必要な方への対応の問題など、様々な生活課題が顕在化しており、地域福祉の再構築が課題となっています。
　今回地域福祉実践研究セミナーを開催する千葉県鴨川市は、人口36,544人で、房総半島の南東部、太平洋側に位置し、温暖な気候と美しい海岸線など自然環境に恵まれているほか、日蓮聖人ゆかりの神社・仏閣など豊かな歴史を誇るまちでもあり、「自然と歴史を活かした観光・交流都市」を将来像に、南房総の中核都市として更なる発展をめざしています。
　鴨川市を小地域単位でみると、市街地の活性化問題から限界集落での地域づくり問題まで、日本の地域福祉の課題が凝縮された地域でもあります。誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるように、そして「孤独死や虐待などを発生させない地域づくり」に向けて、ニーズ・システム・財源をふまえた取り組みの実践や検討が行われています。鴨川市は、市町村と国とが協働して地域福祉の推進に取り組む「安心生活創造事業」の指定を受け、さまざまな先駆的実践を行っている地域でもあります。　鴨川市の方々と、そして全国からの参加者とともに、新しい地域福祉実践とコミュニティソーシャルワークのあり方を考えていきましょう。
２．本セミナーの特色
　本セミナーは、わが国の地域福祉を理論・実践面でリードしている講師・アドバイザー陣により、質の高い実践的研修方法を採用しています。その特徴は次のとおりです。
　●地域福祉に関わる様々な分野の実践者が交流し討議することを通して、今後の地域福祉の実践に新たな見通しを拓きます。
　●地域福祉の先駆的な実践現場に集い、現場の実践を分析することによる臨場感に富んだ研修の場を提供します。
　●各分野のワークショップでは、コミュニティソーシャルワークを中心とし、参加者自身が課題を明らかにし、その課題解決の方策をアドバイザーとともに考察し、企画力・実践力の向上を図ります。
　●ワークショップの達成課題を明らかにし、全体フィードバックでのプレゼンテーション・総括を通して、コミュニティソーシャルワーク・スキルの向上を図ります。
　●地域福祉の分析および課題解決の企画を通して、新しいトータルケアシステムとしての地域福祉構築とその実践方法としてのコミュニティソーシャルワークのあり方を探ります。

３．主　催　　　　
　第１６回地域福祉実践研究セミナー実行委員会　特定非営利活動法人日本地域福祉研究所

４．共　催

　鴨川市　社会福祉法人鴨川市社会福祉協議会　社会福祉法人千葉県社会福祉協議会
特定非営利活動法人千葉県地域福祉研究会
５．後　援（予定）

日本地域福祉学会　社団法人千葉県社会福祉士会　医療法人鉄蕉会亀田メディカルセンター
社会福祉法人太陽会　学校法人鉄蕉館　城西国際大学観光学部
６. 開催期日
　２０１０年８月２６日（木）～８月２８日（土） 【３日間】
７．会　場　
１）主会場　　　 
鴨川グランドホテル 　 〒296-0044 千葉県鴨川市広場８２０番地   ℡ 04-7092-2111
　２）ワークショップ会場
　ワークショップ１～７のそれぞれの会場
３）全国地域福祉情報交換会会場
鴨川グランドホテル
８. 参加対象　
　社会福祉協議会職員、社会福祉施設職員、保健・医療・福祉・生涯学習に携わる職員、医療機関、ボランティア・ＮＰＯ等、地域福祉実践に携わる職員や市民、大学院生など

９．募集定員
１５０名（先着順）

10．参加申込方法
１）セミナー参加申込及び参加費・宿泊費等について
①参加申込について
（１）参加申込締切日　平成２２年７月２６日（月）
（２）別添申込書に必要事項をご記入のうえ、京成トラベルサービス株式会社千葉支店「第　　１６回地域福祉実践研究セミナー係」までＦＡＸまたは郵送にてお申し込みください。
なお、ＦＡＸでお申し込みをされた方は、送信後電話にてご確認をお願いします。
　（３）本セミナーは３日間の全日参加を原則とします。また、ワークショップ参加者相互の交流を深めるため、情報交換会への参加を原則とします。

　（４）宿泊先（鴨川グランドホテル）は、和室（４～５名の相部屋）となり、シングル・ツイン対応の設定はありません。

（５）希望が多数の場合には、ホテル・分科会ともにご希望に添えないこともございますので予めご了承を願います。（先着順にてご用意させていただきます。）

（６）８月１９日（木）までに参加券・宿泊券と一緒に請求書および振込用紙をお送りします。請求書到着後、上記の参加費・宿泊費とあわせて請求書に記載されている＜京成トラベルサービス（株）千葉支店＞の所定口座へご送金ください。

（７）参加券は資料引換券となっておりますので、開催当日忘れずにご持参ください。

（８）参加費等の領収書を希望される方は、開催当日に京成トラベルサービス受付までお申し出ください。入金をご確認のうえ、領収書をお渡しいたします。

　②参加費　※大学院生は一般参加扱いとします。

　　・一般・研究所員［内訳：参加費（資料代込み）・事務手数料］　　　　　 ５，６５０円
　　・大　学　生　　［内訳：参加費（資料代込み）・事務手数料］　　　　　 ３，６５０円
　③宿泊費・全国地域福祉情報交換会費
　（Ａ）全日参加　（２泊３日・情報交換会費・朝夕食込み）　　　　　　　２７，０００円
　（Ｂ）２日間参加（１泊２日・情報交換会費もしくは夕食・朝食込み）　　１５，０００円
　（Ｃ）１日間参加（宿泊なし・情報交換会参加）　　　　　　　　　　　　　９，０００円
　④昼食代（２日目昼食）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８００円
２）ワークショップ会場までの交通等について

　今回のセミナーでは、宿泊先（鴨川グランドホテル）からワークショップ会場まで、マイクロバスによる移動となります。（参加券発行時に交通手段をご案内します）
プ　ロ　グ　ラ　ム
	８月２６日（木）　基調講演・リレートーク・現状報告

会場：『鴨川グランドホテル』


１２：００　　受付開始

１３：００　　開　会
・主催者あいさつ

特定非営利活動法人日本地域福祉研究所理事長　　　　大橋謙策
社会福祉法人鴨川市社会福祉協議会長兼実行委員長　　郡司武康
・来賓あいさつ
鴨川市長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片桐有而 氏

社会福祉法人千葉県社会福祉協議会長　　　　　　　　早川恒雄 氏
　　　　　　　・オリエンテーション

１３：１５　　基調講演
「安心生活創造事業とこれからの地域福祉の新たな展開」
　　　　　　　　　大橋謙策（特定非営利活動法人日本地域福祉研究所理事長）

１４：３５　　休　憩
１４：４５　　リレートーク「千葉県における地域福祉の実践」
【ナビゲーター】
北本佳子 氏（昭和女子大学准教授・
特定非営利活動法人千葉県地域福祉研究会常務理事）

【プレゼンター】
①団地・集合住宅地域における活動実践から

　　　　　　　　　加藤史朗 氏（米本団地自治会長・八千代市）
②多問題家族の支援と関係機関とのネットワーク

　　　　　　　　　大戸優子 氏（中核地域生活支援センター
いちはら福祉ネット所長・市原市）

③住民参加型在宅福祉サービスの活動実践から

　　　　　　　　　浅野玲子 氏（高根台たすけあいの会長・船橋市）
④地域福祉フォーラムの活動実践から

　　　　　　　　　大塚実季雄 氏（八街北地区社会福祉協議会委員・八街市）
⑤地域ぐるみ福祉の活動実践から
　　　　　　　　　森實國忠 氏（上瀑地区社会福祉協議会長・大多喜町）
１６：３０　　休　憩

１６：４０　　現状報告「鴨川市の地域特性と各フィールドの状況」
　　　　　　　【レポーター】
　　　　　　　　　松本恭一（鴨川市社会福祉協議会事務局長）

１７：１０　　総括コメント「千葉の実践から学ぶもの」
大橋謙策（特定非営利活動法人日本地域福祉研究所理事長）
１７：４０　　休憩・移動
１９：００　　全国地域福祉情報交換会
会場：「鴨川グランドホテル」
・里舞(棚田から生まれた創作舞）
・房総太巻きずし（花ずし）
	８月２７日（金）　ワークショップ
会場：分散（７会場）


９：００　　宿舎から移動
９：３０　　ワークショップ　※詳細は７～９ページをご参照ください。
	ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ№
	テーマ
	場　　所

	ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ１

(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えみ),江見)地区)
	「若い力も取り入れて、一人ひとりをもれなくカバーできる
コミュニティソーシャルワークの実践と検討をしたい」
	城西国際大学

安房ﾗｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

	ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ２

(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とうじょう),東条)地区)
	「一人ひとりの安全と安心を目指し、地域と医療をつなげたい」
	東条公民館

	ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ３

(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かもがわ),鴨川)地区)
	「コミュニティを再生し、福祉でまちを元気にしたい」
	鴨川市市民会館

	ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ４

(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおやま),大山)地区)
	「“お互いさま”で中山間地域でも住み続けられる地域にしたい」
	大山公民館

	ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ５

(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こみなと),小湊)地区)
	「生涯現役　いつまでも元気に地元で暮らしていきたい」
	ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ小湊

	ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ６

(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よしお),吉尾)地区)
	「地域福祉活動の推進のために、施設と地域の役割を考えたい」
	吉尾公民館

	ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ７

(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よも),四方)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎ),木)地区）
	「高齢化率50％超え！　集落の中で支えあいを考えたい」
	四方木
ふれあい館


１７：３０　　宿舎へ移動・夕食
	８月２８日（土）　ワークショップ報告・

総括コンサルテーション

会場：『鴨川グランドホテル』


　　
９：００　　ワークショップ総括

　　　　　　　ワークショップアドバイザーによるワークショップ総括
　　　　　　　　　　　　　　　　　

１０：２０　　休　憩
１０：３０　　まとめのセッション
【コメンテーター】

大橋謙策（特定非営利活動法人日本地域福祉研究所理事長）
　
１２：００　　閉　会
【特定非営利活動法人日本地域福祉研究所】

　日本地域福祉研究所は、1994年12月23日に地域福祉の研究及び実践の推進に寄与することを目的に任意団体として設立され、2000年1月17日に特定非営利活動法人として認証されました。

　当研究所は、全国各地で草の根の地域福祉実践をしている人々を支援し、必要な情報提供を行い、その実践の理論化・体系化を推進するという設立の精神を使命として、『地域福祉実践研究セミナー』の開催をはじめ各種事業を着実に展開・実施し、実践に対するコンサルテーションを行うことによりコミュニティソーシャルワーカーの資質と専門的力量の向上に努めてきました。
また、地域福祉実践とりわけコミュニティソーシャルワーク実践とその支援活動の社会的意義及び評価がますます高まっているなか、そうしたニーズに対応していくため昨年度からコミュニティソーシャルワーク実践者養成研修を実施しております。

【特定非営利活動法人千葉県地域福祉研究会】

千葉県地域福祉研究会は、「地域のまちづくり」の実現に向けて、新たな地域福祉に関する先駆性・柔軟性を発揮するために、地域の担い手を育成する社会福祉教育の推進、子ども・青年・地域住民のボランティア活動の推進に関する調査、研究、研修及び情報提供に関する事業を行い、地域を基盤としたソーシャルワークが展開できる次世代システムの構築に寄与することを目的とする特定非営利活動法人です。

　地域に根ざした福祉サービスを推進するために、行政、社協、福祉施設、民生委員児童委員、ＮＰＯ、ボランティア等の役割や連携を図るため、「房総地域福祉実践研究セミナー」を県内各地で年1回開催しています。
ワークショップのテーマおよび内容
※ワークショップの参加者は終日、ひとつの分科会の参加になります。複数のワークショップへの参加はできません。申込書にて希望分科会をお知らせください。
※ワークショップの内容については、変更が生じる場合がございますので、あらかじめご了承ください。

【ワークショップ１】
『若い力も取り入れて、一人ひとりをもれなくカバーできる
コミュニティソーシャルワークの実践と検討をし[image: image1.png]


』

アドバイザー：菱沼幹男（日本社会事業大学）　北本佳子（昭和女子大学）
進め方：太海浜地区の急傾斜面を歩き、安心生活創造事業の実践状況報告を通じ、生活課題の解決に向け今後の方策を探る
会　　　　場：城西国際大学（安房ラーニングセンター）
【ワークショップ２】

『一人ひとりの安全と安心を目指し、地域と医療をつなげ[image: image2.png]


』

アドバイザー：本田芳香（自治医科大学）　國光登志子（立正大学）　　　

進め方：亀田総合病院地域医療支援部部長小野沢滋医師の実践報告を踏まえ、地域と医療と福祉のつながりのあり方を探る。

会　　　　場：東条公民館
【ワークショップ３】

　『コミュニティを再生し、福祉でまちを元気にし[image: image3.png]


』

アドバイザー：小野敏明（田園調布学園大学）　小林雅彦（国際医療福祉大学）
進め方：基本データ地図を元に踏査する。住民を交えた座談会で検討する。 

会　　　　場：鴨川市市民会館 


【ワークショップ４】

　『“お互いさま”で中山間地域でも住み続けられる地域にし[image: image4.png]


』

アドバイザー：宮城孝（法政大学）　松山毅（順天堂大学）

進め方：住民座談会方式で地域住民から広く、日ごろの活動などについて聞き、それをもとに課題の解決に向け方向性を探る。 

会　　　　場：大山公民館

【ワークショップ５】

　『生涯現役　いつまでも元気に地元で暮らしていき[image: image5.png]


』

アドバイザー：田中英樹（早稲田大学）　越智和子（琴平町社会福祉協議会事務局長代行）

進め方：地域包括支援センターによる個別援助実践報告をベースに話し合い、方向性を探る。 

会　　　　場：コミュニティセンター小湊
【ワークショップ６】

　『地域福祉活動の推進のために、施設と地域の役割を考え[image: image6.png]


』

アドバイザー：菊地達美（社会福祉法人同愛会理事長） 山下嘉人（千葉県地域福祉研究会）
進め方：施設の実践報告を受け、地域住民との座談会方式により、施設・地域の一体化したコミュニティ形成について探る。 

会　　　　場：吉尾公民館


【ワークショップ７】

　『高齢化率５０％を超え！集落の中で支えあいを考え[image: image7.png]


』

アドバイザー：草平武志（山口県立大学）　平野修夫（千葉県地域福祉研究会）
進め方：２人１組によるインタビュー調査（生活の困りごとについて聞き取る）。インタビューで収集した情報を元に地域の課題の整理・地域住民を交えての話し合いにより地域での支援活動への取り組みが可能かを探る。
会　　　場　：四方木ふれあい館

＜主会場案内＞　

　鴨川グランドホテル

　〒296-0044　千葉県鴨川市広場８２０番地　℡:04-7092-2111
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鴨川市イメージキャラクター「たいよう君」





江見地区は、国の安心生活創造事業のモデル地区として取り組み中。漁業と農業が主で特に温暖な気候を利用した花づくりが盛ん。海岸線まで迫った急な傾斜地に密集した家、また山間部に点在している集落などの中で、住民の生活を守る移動や防災・防犯活動をどのように進めていくかが課題となっている。


　このような地域特性を踏まえ、このワークシップを通じて、地域の物理条件等を踏まえつつ、地域内にある城西国際大学の学生たちの若い力を取り入れて地域のネットワーク構築（これからの地域づくり）に向け進めているモデル事業の中間検証をする。





　東条地区は、第三次救急医療体制を整えた最先端医療機関等があり、ニッセイ助成事業のモデル地区として地域福祉活動を進めてきた地域。市内でも人口流入が多く、子育て世代と他世代との世代間交流が希薄になりがちである。


　このような地域特性を踏まえ、このワークショップを通じて在宅医療を積極的に進めている亀田総合病院を中心に地域医療の重要性とそれを育て守るための住民・地域・医療機関などの役割を明らかにし、地域・医療のつながりから住民一人一人の安全と安心を守る地域づくりを進めていくための課題を掘り起こす。





　鴨川地区は、旧鴨川市で一番商業の盛んな地域であったが大型店の進出などにより、人の流れが変わったことと商店主の高齢化が進んだこと等により閉店した店が多くなり、住民同士の交流の機会も少なくなってきている。また、今頑張っている商店も不安を抱えている状況である。


　このような地域特性を踏まえ、このワークショップを通じて、住民が安心して住み続けられる地域づくりのためには、コミュニティ再生とまちの活性化をどう進めるか。課題の分析と地域コミュニティの構築を図るための方策を検討したい。





　大山地区は、中山間地域に位置し、過疎化の進んでいる地域。これまでニッセイ財団助成事業のモデル地区として住み続けられる地域を目指して進めてきた活動の中で、サロンや子育て支援、買い物支援などの住民活動が立ち上がり地域の活動が定着してきている。住民の高齢化がますます進んだ時の移動手段は？お互いさまの支え合いがこれから先もずっと大丈夫か？地域活動の継続が課題。


　このような地域特性を踏まえ、このワークショップを通じて、自分たちの地域をこれからも自分たちで守っていけるような仕組みづくりを検証したい。





小湊地区は、日蓮聖人生誕の地として知られる土地柄で、歴史ある寺院をはじめ、観光施設、漁業集落が密集する地区。漁業と観光を主に生計が成り立っている。元気であれば生涯現役で働き続けることができるが、働くことができなくなった時にも、自分で頑張り続けてしまう気質があり、地域の受け皿が少ないため閉じこもりになる傾向がある。


このような地域特性を踏まえ、住民が日頃抱えている日常の生活課題を明確にし、どのように取り組むことが望ましいのか、このワークショップを通じて、その方策や展開方法を検討したい。








　吉尾地区は、農業中心の地域の中に社会福祉法人が運営する介護老人福祉施設、身体障害者療護施設、知的障害者授産施設がある。地域の中の施設との位置づけのもとにボランティアの受け入れや納涼会などの施設行事には地域の人たちを招待するなど地域に開かれた施設づくりを展開している。


　このような地域特性を踏まえ、このワークショップを通じて、本当に施設と地域が一つのコミュニティとして地元の振興までも含めた形で地域の中で結び付いていけるかを検討する。





　四方木地区は、集落人口９３人のうち、６５歳以上が４８人（平成２２年４月１日現在）、高齢化率５２％と市内で一番高齢化率の高い地域。高齢化、住宅が点在する中でどのように日常生活を維持すること、住み続けられること自体を確保するための支援体制をどのように確立するかが課題。


　このような地域特性を踏まえ、ワークショップを通じて、地域の課題を整理し、今後地域で取り組むことができるような支え合い活動を検討する。





【内容に関するお問い合わせ先】


特定非営利活動法人日本地域福祉研究所事務局（担当：安部・呉・岡村）


〒162-0845 東京都新宿区市谷本村町3-27 ロリエ市ヶ谷３階


Tel　03-5225-0237　　　Fax　03-5225-0238　　E-mail　� HYPERLINK "mailto:jicw@nifty.com" ��jicw@nifty.com�


ホームページ　http://www.jicw.jp


※お電話でお問い合わせの方は、月～木10:00～17:00の時間帯にお願いします。








【参加申込先・申し込みに関するお問い合わせ先】


京成トラベルサービス株式会社千葉支店（担当：金澤・黒川）


〒262-0033 千葉県千葉市花見川区幕張本郷2-5-1 タカソープラザ110


Tel　０４３－２９７－２１５１　　　Fax　０４３－２９７－２１２２





千　葉　県　鴨　川　市





ワークショップのねらい


　このワークショップでは、各フィールドにある生活課題や問題を抽出し、それらを地域での課題解決や社会化・共有化を図るための視点や方法を学ぶとともに、今後策定される鴨川市地域福祉計画や鴨川市地域福祉活動計画等に反映させるため、今後の鴨川市内での様々な地域福祉活動の活性化や方向性、活動へのきっかけづくりにつなげていくことをねらいとします。
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